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6月6日(J9 第6トレンチ床面検出作業。 第 9トレンチ埋め戻し。

6月7日（水） 第6トレンチ観察用畦除去。 第22~28トレンチ埋め戻し。

6月8 日（木） 第6 トレンチ清掃， 写真撮影。 遺構実測。

6月 9日（金） 第6トレンチの床面に砂をのせ埋め戻す。

6月10日（士） 全てのトレンチを埋め戻し， 発掘調査を完了する。

整理・報告書作成作業は県教育庁文化課埋蔵文化財収蔵庫において ， 平成元年6月12日か

ら平成2 年 3月 日まで実施した。

第2章 遺跡の位置及び環境

1 地理的環境

上城遺跡は大島郡与論町東区大字麦屋アマミズに所在し， 与論町役場の南東約4. 3km, 赤崎

の燈台の西北西約70 0mにあり， 迫状となっている部分に形成されている赤崎鍾乳洞の西側に

位置する。

遺跡の周辺は迫状となっている小谷（石灰岩が露呈している。）が西側に東西に走っており，

遺跡の所在する部分も細長く舌状に延びる台地の端部近くに位置しており， 遺跡の一部でも石

灰岩か露呈しているところがある。 この石灰岩が一部露呈している部分が上城跡と呼称されて

いるところである。 付近の畑地の多くが石灰岩礫除去等を目的とした天地返しが行われている。

遺跡の所在する与論町は， 鹿児島県の最南端， 鹿児島市から563kmの南海上にある， 太平洋

と東シナ海に囲まれた与論島全島を町域としている。 南方約28 kmの海上には沖縄本島， 北方約

31kmの海上には沖永良部島がある。

本島は珊瑚礁が隆起した平坦な島でよ ムガと呼ばれている島の最高地点で97.2mを測る。 内

陸部においてはカルスト地形が発達し， 島の北部や西部にはドリ ー ム群がみられる。 また， 島

には北部から南部へ走る中央断層線と最高地点の北側から東部へ走る東部断層線の2つの断層

線がある。 この断層線によって校区が設定されている。 ほぼ中央断層線を境にして西部が茶花

校区に， 東部のうち東部断層線の北よりから北部が那間校区， 南部が与論校区となっている。

2 歴史的環境

与論町内の遺跡は鹿児島県市町村別遺跡地名表によると縄文時代1 カ所， 弥生時代以降5 カ

所， 城（グスク） 1カ所が知られている。

昭和2 9~30年 に行われた九学会連合の調査により遺跡・遺物等が確認されている。 その報告

によると， 朝戸遺跡から磨製石斧， 打製石斧， 類須恵器片等が発見されている。 その後， 熊本

大学の白木原和美氏等による調査等により8 カ所の遺跡が確認されている。 また， 与論町にお

ける最初の考古学的発掘調査も実施した。 朝戸地区ではフェンサ下層式土器， 類須恵器， フェ

ンサ下層式土器， 南宋白磁等が出土し， ヤドンジョウ遺跡からは沈線文土器， 喜念I式土器，

宇宿上層式土器， 擦痕文土器等が出土している。 報告によれば， 与論島での歴史の開始は今か
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表1. 上城遺跡の動物別および区画別出土骨量 (g) 

トレ 区 層
哺乳頷 ！鳥

炉類 -メ
魚

胃 画月区lj 土fil 出ンチ イノシシ イ ヌネズミ クジラジュゴンI 類 類
l T 排土 4 4.0 
2 3 8 8. 0
3 T 北 表 20(1) 20. 0

6 1 30. 5(25) 160 641 l. 3 832. 8
3 142. 2(17) 17. 2 11. 2 0. 4 171. 0

住埋土 16. 0( 8) 148 409. 0 573. 0
2 166 166. 0

3 5. 3(1) 93 8. 4 106. 7
住埋土 19. 6(14) 188 354 561. 6

3 15.4( 7) 30 220 265. 4
3 96. 8( 4) 43 139. 8

住埋土 53. 9(44) 0.4(1) 307 731. 3 1092. 6
4 3 12. 9(1) 8 20. 9

住埋土 23. 3(13) 87 386 496.3
5 10. 8( 2) 73 83. 8

3 21. 3(4) 15(1) 36.3
住埋土 120 120. 0

6 6. 7( 6) 130 5 141. 7
3 42. 1( 2) 33 75. l

住埋土 2. 8( 5) 180 182. 8
7 3 159.4(17) 40(1) 186. 8 3. 4 2. 3 391. 9

住埋土 48. 9(20) 1. 3(1) 0. 3(1) 155 573. 1 781. 1
8 3 87. 2( 2) 41. 5 10 138. 7

6 T  1 3 82. 1 (15) 46.4 5. 3 133. 8
住埋士 24. 7(22) 170 142 336. 7

2 2. 1 (1) 20 22. 1
3 23. 2( 4) 84(1) 14 0. 8 122. 0

3 3 7.4(2) 7. 4
4 住埋土 183 183. 0
5 2. 3(1) 115 5 122. 3

3 69. 3( 7) 8 77. 3
住埋土 36.8(28)0.1(1) 0.1(1) 2. 7 39.6

6 3 52.8( 7) 41. 4 94. 2
住埋土 4. 6( 3) 100 348 452. 6

7 3 52 2 54. 0
住埋士 21. 3(11) 185 ， 215. 3

8 3 19. 3( 1) 19.3
住埋士 34. 9(25) 0. 1 (1) 0. 5(1) 204 131 0. 4 370. 9

抗 2 1. 5( 1) 8 9.5
東抗 2 105.6(30) 202. 5 263 1. 5 572.6 

13T 2 10 10. 0
14T H 12 12.0
15T H 3. 3( 1) 10 13. 3
21 T H 28 28. 0
28T 3 5. 0( 1) 5.0

H 1 2 103. 3(30) 1. 0(2) 265 327. 3 696. 6 

動物別出土量 1392. 3 4. 6 0.4 124. 0 35. 0 0. 9 3135. 8 5296. 3 17.6 10006. 9 
(381) (4) (3) (2) (2) (2)

（ ）は骨片数を示す。
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